
国立環境研究所（ＮＩＥＳ）の災害環境研究の ”いま ” をお伝えします。

福島支部開所４周年 座談会特別企画　

2016 年 4月に国立環境研究所福島支部が開設され、今年で設立 5年目という
節目の年を迎えました。国立環境研究所では、長年にわたり培ってきた環境研
究の知見を活かし、東日本大震災直後から福島県において、災害廃棄物などの
処分、放射性物質の環境動態及び生物・生態系への影響、被災地のまちづくり、
地域環境創生などの災害環境研究を進めてきました。本号では、福島支部設立
期から携わってきた研究者の皆さんに、これまでの研究活動を振り返っていた
だくとともに、これから 5年、10年先に福島支部が取り組む環境研究の展望
を伺いました。

地域づくりに貢献できる環境研究
～福島支部設立５年目の節目を迎えて～
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それぞれのこれまで
――福島支部の立ち上げからこれまで
を表す一言をスケッチブックにお願い
します。

大原　私の一言は「最初の地方組織」
です。福島支部は、国環研にとって初
めての地方組織、拠点でしたが、多く
の皆さんの力によってほぼ順調に立ち
上げることができたと総括していま
す。環境研究は研究対象のフィールド
のことをよく知って、そこに住んでい
る方たちと一緒に仕事をして初めて社
会貢献ができ、それに伴って、学術的
な貢献もできる。そういう意味では、
日本の地域環境研究をリードしている
と思います。
林　私は「交わる」ですね。福島支部
は所内（つくば本部）の他の研究セン
ターと違い、バックグラウンドの全然
違う人たちが一つの組織にいること
で、分野横断的な研究交流が活発に行

われる土壌がだいぶ出来てきたと感じ
ています。さらに、外部との交流とい
う点では、浪江・双葉で起きた大規模
森林火災の影響評価では、環境創造セ
ンターとして JAEA（日本原子力研究
開発機構）と福島県と一緒に研究を行
い、それぞれの違いが上手く作用し合
い、結果も出て、非常に感慨深い経験
でした。
遠藤　ありきたりですけど、「チャレ
ンジ」にしました。事故対応という比
較的珍しい研究テーマの着手も今まで
あまりなかったですし、現場対応をし
ながら、支部立ち上げをすることが非
常に新しい経験でした。実際にここに
拠点を移して、県民の生の声を聞きや
すくなりましたし、各地域に移動する
のが楽なので非常に良いと思っていま
す。
玉置　私は「認知」です。以前アメ
リカに留学した時「National Institute 
for Environmental Studies（国立環境
研究所）から来た」と言っても、全く

2

知られていなくて、やりにくさを感じ
ました。周りにまず支部のことを知っ
てもらい、その上で興味を持っても
らって初めて研究内容も伝わって「な
るほどね」と納得してもらえます。
大場　（「Ⅰ」を示して）「もう全てが
初めて」でした。これまで環境研究分
野にずっとおりましたが、ここに来て
初めて環境研究の将来性の素晴らしさ
に心打たれたというのが正直なところ
です。

――福島支部ができたことで、良かっ
たことを教えてください。

林　例えばつくば市から奥会津の三島
町や郡山市へ行って「研究したいです」
と言うのと、支部で働いていて同じこ
とを言うのでは先方の捉え方が全然違
います。後者なら相手も本気に感じて
くれるし、歓迎してくれます。それは
拠点を持って一番良かった点ですね。
大場　台風 19 号のときも、役場の方

帰還困難区域で起きた大規模森林火災の調査
（左）
2017 年 4 月に浪江町と双葉町の帰還困難区
域にまたがる国有林、十万山で発生した山林
火災。火災後から福島県、JAEA、NIES 福島
支部の環境創造センター三機関で調査を行っ
た。

2019 年東日本台風（台風19 号）時の対応（右）
台風の被災により発生した災害廃棄物の処理
について、自治体職員と連携して対応した。
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から災害廃棄物処理関連の相談が来て
遠藤さんに話をつながせて頂きまし
た。もとの信頼関係がないと、非常時
にこちらに聞いてきたりしません。そ
れぐらい親しくなれたからこそ役に立
てているのかなと思います。
大 原　5 年 前 の「 環 境 儀 」 座 談
会（http://www.nies.go.jp/kanko/
kankyogi/58/04-09.html） で「 福 島
でのキーワードは生業（生活の営み）
と生活環境です。生活環境は、実際に
自分たちが住んでみないと分かりませ
ん。現地に根を下ろして研究し、地元
の人の将来的な生業が見通せるところ
まで考えたいです。そのためにも、今
日話題となっている環境回復研究と新
たな地域環境を創る環境創生研究をう
まくつなげていきたいですね。それか

ら、福島支部に勤務する研究者が、環
境問題の最前線で、環境研究者として
成長できるような組織にしたいです」
と発言しました。今思うと、5 年前の
発言に沿った形になって非常に良かっ
たです。

これからの研究
～協働でつくる地域の未来～　　

――2011年の震災から 10年目の今、
これからの研究を一言で表すと、いか
がでしょうか。	

大場　先ほどのⅠから進んで、かつ、
ここは三春町なので「Ⅲ」。あとは三
機関（福島県、JAEA、国環研）の研
究計画のフェーズ 3 という意味もあ
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地域づくりに貢献できる環境研究

ります。
玉置　私は「協働」です。 先ほど「認知」
と言いましたが、これは一方的ですよ
ね。協力して一般の人と一緒にデータ
を出していくという究極のコミュニ
ケーションが「協働」で、今後広げて
いけたらと考えています。例えば、地
元の野鳥の会と一緒にデータを集める
バードデータチャレンジがそれにあた
ります。最先端の研究というよりは、
基礎的な関心事からの協働を始めたら
いいと思います。
大場　私たちが「これはすごい最先端
の再生可能エネルギー技術ですよ」と
地域に入っていたらあまり受け入れら
れなかったと思います。協働するとき
に、相手が何をしてほしいのかを上手
く聞き出すことを学べた気がします。

福島支部 4 周年座談会特別企画
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遠藤　私は「礎」です。今までは現場
対応型の研究ばかりでしたが、これだ
け時間が経って今後は何か新しい研究
をつくっていかなければなりません。
震災後 10 年経ってからの 5 ～ 10 年
間が、若者が興味を持てる発展性のあ
る事故対応型の災害研究の基礎にな
る、という意味です。
林　「見つけ出す」。地域の人たちに役
に立つ答えを見つけ出したい。日頃交
流がある地元の人たちに対して、まだ、
あまり役に立てていない思いが強いで
すね。例えば、昔食べていた山菜をま
た同じように食べられるようにすると
か、安心安全な暮らしに少しでもつな
がる、役に立つ研究成果を出来るだけ
多く上げて、それを地域の人たちに共
有していけたらと思います。
玉置　科学、研究で一番大事なのは人
に夢を見させることです。小さい頃、
科学は夢の世界でした。できれば、元
に戻すのも、あるいは「こういうふう
にやったらいいよ」という工夫を示す
のも、科学的に夢を見られるような何
かが提示できれば、素晴らしいと思い
ます。
遠藤　私自身はごみ捨て場という迷惑
施設の研究をずっとやってきたので、
夢を与えるって、何とも答えにくいで
すが…。福島県では放射能の話が先行

し過ぎていて、他の 3R*1や温暖化、
いわゆる一般的な環境の話が欠落して
いる気がします。「原子力災害の途中
だから、しょうがないよね」と言われ
てきましたけど、そろそろ、そういっ
た通常の物質循環の話でも住民と携
わっていければと思います。

――これからの研究での課題、進める
うえで大切なことを教えてください。

大原　まずは地域との共働が大事で
す。これまでの 4 年間でかなり進み
はしましたが、原発周りの浜通り地域
の問題は解決してないし、私たちもほ
とんど貢献できていません。先ほど「夢
を見せる」という話も出ましたけども、
地域の未来、いわゆる環境配慮型社会、

低炭素・自然共生・循環型社会をめざし
た地域づくりを、そこに住んでいる人達
と一緒に進めていくことが重要です。
林　個人的にはやっとそういった研究
に取り組めるようになったこと自体が
まず感慨深いです。
大原　「環境放射能汚染からの環境回
復」から「将来を見据えた地域づくり」
へ、ちょうどフェーズが変わりつつあ
る時期なんでしょうね。そこには少子
高齢化社会、過疎化への対応も含む訳
ですけれども、福島県がそのように変
わりつつあると思います。
大場　世界的な潮流としても、確実に
再生可能エネルギーへシフトしている
と思います。新型感染症の問題もあり、
これから生活の様式が大きく変わって
いく気がします。良い意味で「人口が
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＊1　 環境と経済が両立した循環型社会を形成していくため、リデュース（Reduce: ごみの発生抑制）、 リユース（Reuse: 再使用）、 リサイクル（Recycle:
ごみの再生利用）の 3 つの取組の頭文字をとった総称。

バードデータチャレンジ
音声モニタリングデータを利用し
て、市民参加型で音声データの種
判別を行い、得られたデータをそ
の場で地図化して福島県の鳥類
の現況について理解を深めるイ
ベ ン ト（http://www.nies.go.jp/
kikitori/contents/research.html）。

http://www.nies.go.jp/kikitori/contents/research.html
http://www.nies.go.jp/kikitori/contents/research.html


増えました。復旧しました」ではなく
て「夢の社会をここでつくりました」
と言えるようにしたいです。
大原　提案するだけではなくて、その
地域と共働して考えて、一緒に提案し、
一緒に検証や実装をしていく。そこが、
キーポイントでしょう。
玉置　共働する地域の人との信頼関係
を築いた上で何か核になるものを提示
できるよう、私たちは用意しておきた
いです。
大原　そのプロセスがすごく大事で
しょうね。「合意形成」は、なかなか
上手く進まないけれども、どうやって
合意をつくり、PDCA サイクルを一
緒に回していくかが、環境科学に与え
られているミッションと考えられ、そ
れを福島でできれば、世界に冠たる研
究になるのではないでしょうか。
玉置　ごみ問題だと、合意形成をせざ
るを得ない場面があると思いますけ
ど、例えば双葉や大熊の復興・復旧に
応用することは可能なのでしょうか。
遠藤　ごみ問題にしろ、まちづくりに
しろ、いかに自治体の方に自信を持っ
てもらうかが一番重要と考えていま
す。今までやってきたことを補助して
あげるような、強い芯を持って推し進
めるための応援をするという点では通
ずるものがあるとは思います。また、
廃棄物処理は自治体、行政ベースなの
で平常時から自治体ネットワークとい
うのを重要視してきました。震災対応
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ネットワークというメーリングリスト
のネットワークが活かされ、外部から
研究を手伝って頂きました。それが今
後の災害廃棄物への対応でも非常に強
みとなると思います。
　　
――今現在、具体的に紹介できる取り
組みや構想はなにかありますか。

大場　今、大熊町のゼロカーボンエ
ミッション（温室効果ガスの純排出量
ゼロを目指す構想）のビジョンづくり
を国環研から支援させて下さいという
所まで、きています。本当にできるか
どうかは、まさに私たち国立環境研究
所福島支部の頑張り次第です。
遠藤　廃棄物関連で言えば、次の 5
年間は国の政策としても節目の 5 年
間に当たり、福島県、浜通りの住民に
とっては県外最終処分という非常に重
たい話になってきます。ただ、これは
あくまでも技術的な視点で研究を進め
ていくことになると思っています。浜
通り地域の人たちの状況、元の生活、
元の住民の基本的な考え方を意識して
進めていければと思っています。

福島支部への激励のエール

――最後に、2020年度で退官される
大原フェローから福島支部へメッセー
ジをお願いします。

大原　「個と連帯」。支部には様々な
専門分野の方がいて、多様性があっ
て、個性豊かな研究者がいます。個を
大切にしつつ、連帯して、新たな研究
が生まれればと期待しています。それ
から 2015 年の国連サミットで採択
された SDGs（2030 年までに持続可
能な世界を実現するための 17 のゴー
ル・169 のターゲット）では地球上の

「誰一人取り残さない（leave no one 
behind）」ことを誓っています。その
メッセージのように、支部を構成する
全ての職員が一人残さず成長できるよ
うな組織になってほしいと思います。
さらに、支部内だけでなく、被災地に
おいても、県外に避難されている人の
ことも考え、被災地で一人も取り残さ
ないという意味も込めて書きました。
　今は新型コロナの問題で社会的に大
きなダメージを受けている状況です。
自分たちの身を守ることは当然である
一方、こういうときこそ、何か私たち
にできること、すべきことを考えて行
動していく必要があると思っていま
す。東日本大震災、東京電力福島第一
原子力発電所の事故が起きた後、国環
研の多くの研究者がそのように行動し
たことが、福島支部設立に至ったわけ
です。社会的に非常にインパクトの大
きい事象に向き合い、常に敏感に反応
し、この地域の社会から信頼される組
織にぜひなってほしいと思います。



答えはやぶの中 ・ ・ ・答えはやぶの中 ・ ・ ・

　野生動物の研究をしていると、イノシシやシカのような動物の　野生動物の研究をしていると、イノシシやシカのような動物の

数がどれくらいいるのか聞かれることが多くあります。しかしな数がどれくらいいるのか聞かれることが多くあります。しかしな

がら、それに答えるのに一筋縄ではいきません。よく「ゴキブリがら、それに答えるのに一筋縄ではいきません。よく「ゴキブリ

を一匹見たら数十匹いる」と言われるように、調査して見つけたを一匹見たら数十匹いる」と言われるように、調査して見つけた

数は往々にして実際の数には及ばないのです。地平線まで見通せ数は往々にして実際の数には及ばないのです。地平線まで見通せ

るようなアフリカの大平原ならまだしも、緑深い日本の山においるようなアフリカの大平原ならまだしも、緑深い日本の山におい

て答えはまさにやぶの中ということになります。すべて数えあげて答えはまさにやぶの中ということになります。すべて数えあげ

ることが難しい動物の数を知るために、研究者は 100 年以上前ることが難しい動物の数を知るために、研究者は 100 年以上前

から知恵を絞り続けてきました。本稿では、そのための代表的なから知恵を絞り続けてきました。本稿では、そのための代表的な

方法を簡単にご紹介します。方法を簡単にご紹介します。

目印をつけて放し、 また捕獲目印をつけて放し、 また捕獲

　動物の数を知るための代表的な方法に、「標識再捕獲法」とい　動物の数を知るための代表的な方法に、「標識再捕獲法」とい

うものがあります。この方法は、動物を捕まえて目印（標識）をうものがあります。この方法は、動物を捕まえて目印（標識）を

つけて放すことを繰り返したときに、過去に標識をつけた個体がつけて放すことを繰り返したときに、過去に標識をつけた個体が

捕まる（再捕獲）割合が野外での割合に相当することに基づいて捕まる（再捕獲）割合が野外での割合に相当することに基づいて

数を推測します(図 1)。その際、標識をつけた個体は偏りなく調数を推測します(図 1)。その際、標識をつけた個体は偏りなく調

査範囲に存在し、捕まえる場所も偏りがないことが前提となりま査範囲に存在し、捕まえる場所も偏りがないことが前提となりま

す。す。

繰り返し除去して反応を見る繰り返し除去して反応を見る

　しかし、これがイノシシやアライグマのように人間との軋轢が　しかし、これがイノシシやアライグマのように人間との軋轢が

大きな問題になっていて、駆除が必要な場面ではどうでしょう大きな問題になっていて、駆除が必要な場面ではどうでしょう

か？せっかく捕まえた動物を放すのはためらわれるかもしれませか？せっかく捕まえた動物を放すのはためらわれるかもしれませ

ん。そのような場合、繰り返して野外から除去し、動物の数に比ん。そのような場合、繰り返して野外から除去し、動物の数に比

例する指標（個体群指数）の反応を見ることでも数を推測するこ例する指標（個体群指数）の反応を見ることでも数を推測するこ

とができます。このような方法は除去法と呼ばれます。直観的にとができます。このような方法は除去法と呼ばれます。直観的に

説明するなら、そこにいる動物の数から繰り返し高い割合で除去説明するなら、そこにいる動物の数から繰り返し高い割合で除去

すれば、個体群指数は急激に減少するはずです。除去法は除去しすれば、個体群指数は急激に減少するはずです。除去法は除去し

た数と個体群指数の変化の大きさの関係から、動物の数を推測すた数と個体群指数の変化の大きさの関係から、動物の数を推測す

る手法です。最近では、動物が繁殖して増えることも考慮して複る手法です。最近では、動物が繁殖して増えることも考慮して複

数年の長期データを扱えるような発展を遂げ、野生動物の数の推数年の長期データを扱えるような発展を遂げ、野生動物の数の推

測に広く使われています。具体的な個体群指数としては、出猟人測に広く使われています。具体的な個体群指数としては、出猟人

日あたり捕獲数や、出猟人日あたり目撃数等が使われます。出猟日あたり捕獲数や、出猟人日あたり目撃数等が使われます。出猟

カレンダー（狩猟者から報告される出猟人日やわな設置数と捕獲カレンダー（狩猟者から報告される出猟人日やわな設置数と捕獲

数・目撃数の記録）などの行政データも利用できるため、標識再数・目撃数の記録）などの行政データも利用できるため、標識再

捕獲法よりも簡便な手法ですが、捕獲にかけた労力が不十分など捕獲法よりも簡便な手法ですが、捕獲にかけた労力が不十分など

の理由で個体群指数が減らない場合には動物の数がうまく推定での理由で個体群指数が減らない場合には動物の数がうまく推定で

きないことがあるため、別の調査データの情報を統合するなどのきないことがあるため、別の調査データの情報を統合するなどの

工夫が必要になります。工夫が必要になります。

動画撮影カメラトラップで調査する動画撮影カメラトラップで調査する

　最近では、動物を赤外線センサーにより感知し、動画を自動撮　最近では、動物を赤外線センサーにより感知し、動画を自動撮

影してくれるカメラトラップが比較的安価で大量に手に入るよう影してくれるカメラトラップが比較的安価で大量に手に入るよう

になりました。これを用いた動物の数の推定法が近年開発されまになりました。これを用いた動物の数の推定法が近年開発されま

したした(1)。この方法は、動物の自動撮影回数は動物の数と移動速度この方法は、動物の自動撮影回数は動物の数と移動速度

で決まるという理論に基づいています。個体数と調査期間、設置で決まるという理論に基づいています。個体数と調査期間、設置

したカメラの数が同じでも、移動速度が速いほど撮影回数が多くしたカメラの数が同じでも、移動速度が速いほど撮影回数が多く

なります ( 図 2)。そして、動画に記録されている動物の滞在時間なります ( 図 2)。そして、動画に記録されている動物の滞在時間

から移動速度に相当する情報を得ることができるため、撮影回数から移動速度に相当する情報を得ることができるため、撮影回数

の情報と組み合わせることで動物の数が計算できるのです。の情報と組み合わせることで動物の数が計算できるのです。

　この手法はカメラトラップの設置位置を無作為に決定する必要　この手法はカメラトラップの設置位置を無作為に決定する必要

があるなどの調査上の注意点があるものの、カメラトラップのみがあるなどの調査上の注意点があるものの、カメラトラップのみ

の情報から推定できるため、最近急速に使われるようになってきの情報から推定できるため、最近急速に使われるようになってき

ました。ました。

最後に最後に
　　野生動物の生息数を知ることは、効果的な鳥獣管理ができてい野生動物の生息数を知ることは、効果的な鳥獣管理ができてい

るか知るために欠かせないものです。最近も新しい方法が多く提るか知るために欠かせないものです。最近も新しい方法が多く提

案されており、まだまだ目が離せない研究分野です。案されており、まだまだ目が離せない研究分野です。

参考文献参考文献

（1)  中島啓裕 (2019) 哺乳類科学 59(1):111-116. (（1)  中島啓裕 (2019) 哺乳類科学 59(1):111-116. (https://www.

jstage.jst.go.jp/article/mammalianscience/59/1/59_111/_

article/-char/ja/))

野生動物の数はどうやって調べるの？野生動物の数はどうやって調べるの？

図 1　標識再捕獲法の模式図

図 2 移動速度と検出回数の関係の模式図。左：遅い動物、右：速い動物。
曲線が動物の移動軌跡を表し、三角形がカメラトラップの前の検出可
能範囲を表す。検出可能範囲を動物が通過して撮影が行われた検出可
能範囲を桃色三角形で示した。

生物・生態系環境研究センター　生物多様性評価・予測研究室　主任研究員　深澤圭太生物・生態系環境研究センター　生物多様性評価・予測研究室　主任研究員　深澤圭太
（兼）福島支部　環境影響評価研究室（兼）福島支部　環境影響評価研究室
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環境動態モデルって？環境動態モデルって？

　化学物質が環境中でどのように動いたり留まったりする　化学物質が環境中でどのように動いたり留まったりする

かを主にパソコンで計算して、調査していない場所や時間かを主にパソコンで計算して、調査していない場所や時間

でも物質の濃度を予測できるようにするのが環境動態モデでも物質の濃度を予測できるようにするのが環境動態モデ

ルですルです（1）。大気や海洋、河川、森林、農地などの場による。大気や海洋、河川、森林、農地などの場による

違いの他、対象地域やその広さ、時間解像度、対象とする違いの他、対象地域やその広さ、時間解像度、対象とする

化学物質の違いなどによって様々な環境動態モデルが存在化学物質の違いなどによって様々な環境動態モデルが存在

します。今回は、モデルの検証や改良作業の中から、河川します。今回は、モデルの検証や改良作業の中から、河川

環境についての作業に着目して、その “ 日常 ” をご紹介し環境についての作業に着目して、その “ 日常 ” をご紹介し

たいと思います。たいと思います。

モデルの検証モデルの検証

　モデルの検証では、まずはモデル計算結果と実測値がど　モデルの検証では、まずはモデル計算結果と実測値がど

の程度合っているか全体の傾向を調べます。その際、モデの程度合っているか全体の傾向を調べます。その際、モデ

ル計算に用いる設定値の根拠やその信頼性、計算に必要なル計算に用いる設定値の根拠やその信頼性、計算に必要な

様々な条件がモデル計算結果に及ぼす影響の程度などを把様々な条件がモデル計算結果に及ぼす影響の程度などを把

握することが重要になります。実測値に関してもその特徴握することが重要になります。実測値に関してもその特徴

や信頼性、どの程度代表性があるかを把握します。実態とや信頼性、どの程度代表性があるかを把握します。実態と

モデルがあまり合わない場合に、改善が必要な箇所を探すモデルがあまり合わない場合に、改善が必要な箇所を探す

ためです。具体的には、環境中に排出される対象化学物質ためです。具体的には、環境中に排出される対象化学物質

の量や場所、モデル計算のための環境条件（河川流量や河の量や場所、モデル計算のための環境条件（河川流量や河

川水中の粒子の状態、河川底床の砂・泥の状況など）が妥川水中の粒子の状態、河川底床の砂・泥の状況など）が妥

当かどうか、濃度を測った河川水について、採取した場所当かどうか、濃度を測った河川水について、採取した場所

や時期に偏りがないかどうかなどを様々な角度から確認しや時期に偏りがないかどうかなどを様々な角度から確認し

ます。放射性セシウムなどは、雨などの時に集中的に流れます。放射性セシウムなどは、雨などの時に集中的に流れ

出るなど、我々が普段対象にしている化学物質とは特徴が出るなど、我々が普段対象にしている化学物質とは特徴が

異なっているため、土砂の流出しやすさや、河川流量が多異なっているため、土砂の流出しやすさや、河川流量が多

い時の水の動きなど、着眼点も変わってきますい時の水の動きなど、着眼点も変わってきます（1）。。

　実測値と予測値の乖離が大きい場所・データが部分的に　実測値と予測値の乖離が大きい場所・データが部分的に

存在する場合にも、その要因を調べます。例えば、高い実存在する場合にも、その要因を調べます。例えば、高い実

測値が得られた場所と時刻について、測定時やそれ以前の測値が得られた場所と時刻について、測定時やそれ以前の

気象状況を確認したり、上流域に想定外の化学物質排出源気象状況を確認したり、上流域に想定外の化学物質排出源

がないか確認したり、実際の河川水の流れをモデル上でどがないか確認したり、実際の河川水の流れをモデル上でど

こまで再現できているか確認したりします。こまで再現できているか確認したりします。

個別地点の調査個別地点の調査

　世の中の全ての環境動態モデルは環境を様々な仮定や方　世の中の全ての環境動態モデルは環境を様々な仮定や方

法で簡略化しています。実測値と予測値が大きく乖離して法で簡略化しています。実測値と予測値が大きく乖離して

いる地点に着目することで、モデル計算全体の妥当性を考いる地点に着目することで、モデル計算全体の妥当性を考

える上で重要な示唆やヒントが得られます。もちろん、実える上で重要な示唆やヒントが得られます。もちろん、実

測値が異常値である可能性も忘れてはいけません。測値が異常値である可能性も忘れてはいけません。

　個別地点の検証では、現地に行って実態を確認すること　個別地点の検証では、現地に行って実態を確認すること

が大切です。しかし、図 1 のような日本全国を対象としが大切です。しかし、図 1 のような日本全国を対象とし

たモデルでは確認すべき地点全てにいくことは現実的ではたモデルでは確認すべき地点全てにいくことは現実的では

ないため、各種地図等を利用することになります。最近はないため、各種地図等を利用することになります。最近は

「Google マップ」（「Google マップ」（ https://www.google.co.jp/mahttps://www.google.co.jp/maps）に衛）に衛

星画像やストリートビューが載っていて便利です。また、星画像やストリートビューが載っていて便利です。また、

国土地理院の「地理院地図」国土地理院の「地理院地図」（ https://maps.gsi.go.jp/https://maps.gsi.go.jp/）に）に

は詳細な河川網や地下水路が記載されていて便利です。は詳細な河川網や地下水路が記載されていて便利です。

　現在、著者が開発しているモデルでは、人工的な水路に　現在、著者が開発しているモデルでは、人工的な水路に

よる農業用水や工業用水の利用を十分にモデル化できていよる農業用水や工業用水の利用を十分にモデル化できてい

ません。水路の立体交差や流量が変動しても公平に配分すません。水路の立体交差や流量が変動しても公平に配分す

るために開発された円筒分水など、実際の利水の状況は複るために開発された円筒分水など、実際の利水の状況は複

雑でモデル化が困難です。そういったことも念頭に起きつ雑でモデル化が困難です。そういったことも念頭に起きつ

つ、実際の水の流れを可能な限り把握します。その上で、つ、実際の水の流れを可能な限り把握します。その上で、

実測値が得られた河川水がどこからどのように流れ着いた実測値が得られた河川水がどこからどのように流れ着いた

かに思いを馳せつつ、モデル上で想定しきれていない化学かに思いを馳せつつ、モデル上で想定しきれていない化学

物質の排出源や濃度変化の要因を調べていくのです。物質の排出源や濃度変化の要因を調べていくのです。

参考文献参考文献

(1) 今泉圭隆（2018）多媒体環境動態モデルってなに？、(1) 今泉圭隆（2018）多媒体環境動態モデルってなに？、

NIES レターふくしま , 2018 年 6 月号 , p.4 NIES レターふくしま , 2018 年 6 月号 , p.4 http://www.http://www.

nies.go.jp/fukushima/jqjm1000000a3pas-att/NIES_nies.go.jp/fukushima/jqjm1000000a3pas-att/NIES_

letter_fukushima-16.pdf#page=4letter_fukushima-16.pdf#page=4

環境動態モデルの検証と改良作業環境動態モデルの検証と改良作業

環境リスク・健康研究センター　リスク管理戦略研究室　主任研究員　今泉圭隆環境リスク・健康研究センター　リスク管理戦略研究室　主任研究員　今泉圭隆
（兼）福島支部　環境影響評価研究室（兼）福島支部　環境影響評価研究室
（兼）福島支部　災害環境管理戦略研究室（兼）福島支部　災害環境管理戦略研究室

研 究 の 現 場 か ら

図１　モデル予測結果の例
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地域環境創生研究室が 3 月 31 日に発行した「生態系を活用した適
応策のための気候リスクアセスメントガイドブック」が福島民報新
聞に掲載されました。
本書は地域住民や自治体レベルで、気候変動への適応対策を、ワー
クショップ形式で考えていくためのガイドブックです。
気候変動への取り組みを必要としている自治体や企業、個人の方な
どに無料配布しています。
詳しくはこちら http://www.nies.go.jp/fukushima/act-pg2-04.html

イベントで過去に展示をしてきた３D ふくしま 福島県プロジェクションマッピングがコミュタン福島の常設
展示となります。コンテンツは「人口の分布」、「放射線量の分布」、「野生のどうぶつ」、「温暖化と果物」、「再
生可能エネルギー」を用意し、タッチパネル操作で好きなコンテンツを解説付きで自由に閲覧できるようにな
ります。また、福島県の投影地図は、幅 144cm、奥行き 113cm センチと今までのものより４倍大きくなる
予定です。今夏公開を目指し、鋭意準備中です。ご期待ください。
３D ふくしまについて詳しくはこちら
http://www.nies.go.jp/fukushima/jqjm1000000a3pas-att/NIES_letter_fukushima-12-4.pdf#page=2

25日

ACCESS
MAP

福 島 支 部

AprilApril

ホームページ
ホームページで
は過去の NIES レ
ターふくしまも読
めるよ

「 3D ふくしま 福島県プロジェクションマッピング」制作プロジェクト進行中！

空間放射線量の分布データを投影した福島県立体地図 環境創造センター開所 3 周年記念イベントで 3D ふくしまを展示し
ている様子
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